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安全にお使いいただくために
この取扱説明書には、安全にお使いいただくためのいろいろな表示をしています。
その表示を無視して、誤った取り扱いをすることによって生じる内容を「警告」「注意」に区分しています。
内容をよく理解してから本文をお読みください。

 
（図記号の一例です。） 図記号の意味 
・・・・・  記号は、気をつける必要がある 

ことを表しています。 

・・・・・・・  記号は、してはいけない 
ことを表しています。 

・・・・・・・・・記号は、しなければならない 
ことを表しています。 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負うおそれがある内容を
示しています。警告

本機の取り付け・取り外しは、お買いあげの販売店
か設置業者に依頼する。
作業に不備があると、落下や転倒などによりけがの
原因となります。
台の上や不安定な場所に置かない。
強い衝撃や振動を与えない。
落下や転倒などによりけがの原因となります。

対応機種以外には使用しない。改造して使用しない。
落下や転倒などによりけがの原因となります。

スタンドにディスプレイを付けたまま輸送しない。
ディスプレイ取り付け部の破損によるディスプレイ
の落下やスタンドの破損・転倒などによりけがの
原因となります。

付属のネジを使用する。
すべてのネジをしっかりと止める。
締め付けが不十分だと、転倒や落下などによりけが
の原因となります。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人がけがをしたり財産に損害を受けるおそれがある
内容を示しています。注意

上に乗らない。
転倒や破損などによりけがの原因となることが
あります。

変形や割れが発生した場合は使用をやめる。
そのまま使用すると、転倒や破損などによりけがの
原因となることがあります。

使用上のご注意
●使用時は、キャスターをロックしてください。
●移動させるときは、次の注意を守ってください。
 － ディスプレイや接続機器の電源を切り、電源コードや外部との接続線を外す。
 － キャスターのロックを解除する。
 － 2人以上で作業する。 
●輸送(トラックによる運搬など)の際は、ディスプレイを取り外してください。
 － 取り外し、輸送後の組み立ての際はお買い上げの販売店にご相談ください。
  お客様自身による作業は行わないでください。
●本製品耐荷重は65kgです。また、棚板の耐荷重は4.5kgです。
●取り付け不備、取り扱い不備による事故、損傷については、当社は責任を負いません。

●お客様もしくは第三者がこの製品の使用を誤ったことにより生じた故障、不具合、またはそれらに基づ
く損害については、法令上の責任が認められる場合を除き、当社は一切その責任を負いませんので、あ
らかじめご了承ください。
●本書に記載しているイラストは説明用のものであり、実際とは多少異なる場合があります。



付属品リスト
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1.ベース板とキャスター部の取り付け手順

ここはキャスターの滑り防止装置にな
ります。下に押すとキャスターがロック
されます。押さない場合はキャスター
がロック解除された状態となります。
（設置する際は、キャスターはロック
するようにしてください。）
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2.支柱とベース台の取り付け手順
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警告
！

支柱の向きを一致させて
ください。

（穴は内側を向きます）



3.ディスプレイ取付板の取り付け手順
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4.ディスプレイ取付金具の取り付け手順

VESAの穴に適用している位置：200×200-700×400mm

ネジの長さが長すぎるとディスプレイ
機器を破損するため、これを防ぐために
スペーサーを使用する必要があります。警告

！
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5.ディスプレイの設置台への取り付け手順

ディスプレイの位置を下方に調整したい場合
は、最初に調整ねじを約5~6周回して緩めます。
次に調整キーを押しながら、ディスプレイを下
に押して高さの調整を行います。所望の高さに
調整後、ネジを固定します。

ディスプレイの位置を上方に調整
したい場合は、同じく先ず調整ね
じを約5~6周回して緩めます。次
に手でテレビを保持しながら、高
さを調整します。最後に調整ねじ
を固定します。（この作業は二人
以上で実施すること）

警告
！

警告
！
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Step 1 Step 2

Step 3

Step 4

注意：
可能な限り、
中央に配置すること

Screw



6.トレイ部の支柱への取り付け手順

トレイ部が必要な場合、支柱下部に5つの
正方形の穴位置に取り付けることが可能で
す。トレイ部から床までの距離は最小
603mm,最大848mm,調整可能な幅は
245㎜となります。

- 8 -

警告
！



7.製品寸法
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